
を
愛
す
る
若
者
と
し
て
自
覚
と
責
任

を
も
ち
、
成
人
と
し
て
の
確
か
な
第

一
歩
を
踏
み
始
め
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

2

最
後
に
、
成
人
者
を
代
表
し
て
、

本
間
安
奈
さ
ん
と
永
橋
昌
志
さ
ん
が

「
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
歴
史
あ

る
郷
土
に
誇
り
を
も
ち
、
こ
の
感
動

と
喜
び
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
生
か

し
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
申
し
上
げ

ま
す
。」と
誓
い
の
言
葉
を
読
み
上
げ
、

来
賓
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
、
ま
た

成
人
者
は
社
会
人
と
し
て
の
責
任
の

重
さ
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
い

ま
し
た
。

式
典
後
は
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し

た
仲
間
ど
う
し
で
写
真
を
撮
り
あ
う

姿
や
楽
し
く
歓
談
す
る
風
景
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

晴
れ
て
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ん
に
は
、
誰
よ
り
も
ふ
る
さ
と
積
丹

平
成
19
年
の
成
人
式
が
１
月
６
日
、

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り

を
し
た
成
人
者
は
、
昭
和
61
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
62
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
24
人
の
方
々
で
、
式
典
に
は

16
人
の
新
成
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

午
後
１
時
か
ら
始
ま
っ
た
式
典
は
、

成
人
者
一
人
ひ
と
り
が
紹
介
さ
れ
た

の
ち
、
新
井
田
仁
佐
町
教
育
委
員
長

か
ら
「
こ
れ
か
ら
は
時
代
の
推
移
と

身
辺
に
目
を
注
が
れ
、
よ
り
一
層
の

教
養
と
英
知
を
身
に
つ
け
、
皆
さ
ん

が
担
わ
れ
る
こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会

や
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
社
会
人

と
し
て
、
自
己
の
研
鑽
に
努
め
ら
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
念
願
し
て
お
り
ま

す
。」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
益
子
町
長
、
岩
本
町
議
会

議
長
か
ら
成
人
者
へ
の
励
ま
し
の
こ

と
ば
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

誓いの言葉を読み上げる
永橋昌志さん（右）と本間安奈さん（左）
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平
成
19
年
の
積
丹
消
防
団
出
初
式

が
１
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
９
時
に
サ
イ
レ
ン

に
よ
っ
て
団
員
が
召
集
さ
れ
、
美
国

神
社
で
安
全
祈
願
を
行
い
、
美
国
町

内
を
消
防
車
で
パ
レ
ー
ド
し
た
の
ち
、

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
消
防

団
員
と
し
て
勤
続
さ
れ
た
方
々
に
対

し
、
功
労
者
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。な

お
、
こ
の
た
び
受
賞
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
）

細
　
矢
　
富
　
雄
さ
ん（
野
塚
町
）

20
岩

本
　
幹

兒
さ
ん（
美
国
町
）

木

浪
　
幸

永
さ
ん（
来
岸
町
）

入

江
　
武

次
さ
ん（
美
国
町
）

郷

六
　
光

幸
さ
ん（
野
塚
町
）

横

山
　
弘

明
さ
ん（
野
塚
町
）

柏

崎
　
雅

之
さ
ん（
来
岸
町
）

伊
勢
田

敏

夫
さ
ん（
余
別
町
）

成

田
　
康

正
さ
ん（
美
国
町
）

海

田
　
純

一
さ
ん（
野
塚
町
）

澤
　

貴

幸
さ
ん（
余
別
町
）

別

所
　
範

一
さ
ん（
美
国
町
）

海

田
　
一

時
さ
ん（
野
塚
町
）

三

國
　
　

恵
さ
ん（
野
塚
町
）

10
佐

藤
　
　

晃
さ
ん（
美
国
町
）

小

原
　
和

也
さ
ん（
入
舸
町
）

生

駒
　
隆

昭
さ
ん（
野
塚
町
）

金

子
　
昭

人
さ
ん（
野
塚
町
）

30後

藤
　
新

一
さ
ん（
余
別
町
）

竹

谷
　
忠

雄
さ
ん（
入
舸
町
）

吉

田
　
敏

文
さ
ん（
野
塚
町
）

能
代
谷

政

敏
さ
ん（
余
別
町
）

石

川
　
清

一
さ
ん（
神
岬
町
）

小

原
　
一

雄
さ
ん（
入
舸
町
）

30
大

島
　
克

己
さ
ん（
野
塚
町
）

杉

山
　

賢
さ
ん（
入
舸
町
）

20
木

浪
　
幸

永
さ
ん（
来
岸
町
）

横

山
　
弘

明
さ
ん（
野
塚
町
）

柏

崎
　
雅

之
さ
ん（
来
岸
町
）

澤

貴

幸
さ
ん（
余
別
町
）

海

田
　
一

時
さ
ん（
野
塚
町
）

三

國

恵
さ
ん（
野
塚
町
）

10
加

藤
　
弘

一
さ
ん（
幌
武
意
町
）

加

藤
　
英

史
さ
ん（
幌
武
意
町
）

杉

野
　
徹

次
さ
ん（
日
司
町
）

生

駒
　
隆

昭
さ
ん（
野
塚
町
）

金

子
　
昭

人
さ
ん（
野
塚
町
）

40
小

原
　
一

雄
さ
ん（
入
舸
町
）

30
年
・
20
年
・
10
年
勤
続
表
彰

（
※
北
海
道
消
防
協
会
表
彰
の
30
年
・
20
年
・

10
年
勤
続
表
彰
の
被
表
彰
者
に
同
じ
）

竹

谷

ト
シ
子
さ
ん（
入
舸
町
）

吉

田
　
美

代
さ
ん（
余
別
町
）

積丹救難所

美国救難所

ま
た
、
１
月
５
日
に
は
積
丹
水
難

救
難
所
（
澤
信
一
所
長
ほ
か
所
員
35

人
）、
12
日
に
は
美
国
水
難
救
難
所

（
竹
谷
英
之
所
長
ほ
か
所
員
42
人
）の

出
初
式
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

と
も
に
、
近
年
多
様
化
す
る
水
難

事
故
の
根
絶
と
今
年
一
年
の
海
上
安

全
及
び
海
難
防
止
へ
の
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

積
丹
救
難
所
で
は
、
長
年
に
わ
た

り
所
員
と
し
て
勤
続
し
、
こ
の
た
び

退
所
さ
れ
た
故
人
３
人
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

（
故
）
佐

藤

一
さ
ん（
日
司
町
）

（
故
）
友

杉

昭

敏
さ
ん（
余
別
町
）

（
故
）
土

橋

正

信
さ
ん（
日
司
町
）




